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平
成
20
年
度 

上
志
津
原
町
会
定
期
総
会 

 

20
年
度
を
締
め
く
く
り
、

21
年
度
の
事
業
計
画
を
審

議
す
る
定
期
総
会
が
、
４
月

５
日
（
日
）の
10
時
か
ら
「
は

ら
ト
ピ
ア
」
で
開
催
さ
れ
、

滞
り
な
く
無
事
終
了
し
ま

し
た
。
当
日
の
総
会
次
第
に

沿
っ
て
以
下
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。 

 
 

総
会
次
第 

一
、
開
会 

司
会
…
萩
庭
総
務 

二
、
町
会
長
挨
拶 

 

池
田
町
会
長
よ
り 

三
、
資
格
審
査
（
総
会
成
立
の
確
認
） 

出
席
者
数
74
名
、
委
任
状
４
９
１
名
の
合
計
５
６

５
名
は
、
会
員
数
７
０
７
世
帯
の
過
半
数
を
超
え

て
い
ま
す
の
で
総
会
は
成
立
し
ま
し
た
。 

四
、
議
長
、
書
記
団
の
選
出 

議
長
に
友
利
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
議
長

は
書
記
二
名
を
任
命
し
ま
し
た
。（
野
原
、
秋
山
氏
） 

五
、
議
事 

■
第
一
号
議
案
…
20
年
度
の
事
業
及
び
決
算
報
告 

 

①
活
動
報
告
・
事
業
報
告
…
町
会
長
よ
り
報
告
。 

②
会
計
報
告
…
町
会
の
一
般
会
計
・
盆
踊
り
会

計
・
運
動
会
会
計
は
20
年
度
会
計
担
当
の
長
野 

さ
ん
か
ら
、グ
ラ
ン
ド
運

営
委
員
会
及
び
自
治
会

館
運
営
委
員
会
の
会
計

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
担

当
が
報
告
し
ま
し
た
。 

 

③
原
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

関
連
報
告 

＊
事
業
報
告
は
中
山
委
員

長
が
、
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
が
推
進
母
体
で
あ

る
「
は
ら
Co

Co

ク
ラ

ブ
」
の
収
支
決
算
は
藤

谷
副
委
員
長
が
報
告
し

ま
し
た
。 

④
会
計
監
査
報
告
…
須
藤

監
査
員
よ
り
「
す
べ
て

適
正
に
処
理
さ
れ
て
い

た
」
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。 

⑤
質
疑
応
答 

 

Ｑ 

２
組
西
班 
藤
谷
さ
ん
よ
り 

 
 

繰
越
額
が
多
い
が
、
資
料
等
の
プ
リ
ン
ト
代
、
作
業

時
の
食
事
代
な
ど
、
班
長
個
人
が
負
担
し
て
い
る
よ
う

な
こ
と
は
な
い
の
か
？ 

 

Ａ 

萩
庭
総
務
担
当
よ
り 

 

ご
指
摘
の
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
で
す
。
班
長
は
個
人
負

担
す
る
こ
と
な
く
、
資
料
等
の
コ
ピ
ー
代
、
役
所
等
へ

の
交
通
費
な
ど
の
経
費
は
遠
慮
な
く
会
計
へ
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。 

⑥
平
成
20
年
度
事
業
お
よ
び
決
算
報
告
承
認
決
議 

 
 

第
一
号
議
案
は
拍
手
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

■
第
二
号
議
案
…
21
年
度
の
事
業
及
び
予
算
な
ど 

①
平
成
21
年
度
町
会
役
員
人
事
…
３
月
号
に
掲
載 

②
21
年
度
会
計
監
査
員
選
出 

 

20
年
度
の
会
計
及
び
副
会
長
を
会
計
監
査
員
に
提
案 

③
事
業
計
画
案
…
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載 

④
一
般
会
計
予
算
案
…
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載 

⑤
質
疑
応
答 

 

Ｑ 

幸
野
班 

常
岡
さ
ん
よ
り 

 

活
動
費
等
が
予
算
を
オ
ー
バ
ー
し
て
し
ま
う
場
合
は

ど
う
し
た
ら
い
い
か
？ 

 

Ａ 

萩
庭
総
務
担
当
よ
り 

 

予
算
を
超
え
て
し
ま
う

こ
と
が
、
絶
対
に
許
さ
れ

な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
多
額
に
な
る
場
合
は
、

班
長
会
議
に
提
案
を
。 

⑥
平
成
21
年
度
事
業
計
画

及
び
予
算
の
承
認
決
議 

 

第
二
号
議
案
も
拍
手
多
数

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

■
議
案
外
で
の
提
案
・
報
告 

※
「
は
ら
ト
ピ
ア
」
利
用

方
法
の
変
更
に
つ
い
て 

･
･
･

自
治
会
運
営
委
員

会 

藤
谷
委
員
長
よ
り 

（
新
し
い
利
用
方
法
は

回
覧
で
各
世
帯
に
配
布

さ
れ
ま
し
た
が
、
５
ペ
ー

ジ
に
関
連
記
事
あ
り
） 

※
町
会
の
回
覧
板
に
、
物

品
販
売
の
カ
タ
ロ
グ
を

依
頼
さ
れ
て
い
る
が
、
断

っ
て
は
ど
う
か
？ 

◆
拍
手
多
数
に
よ
り
、
断
る

事
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

六
、
新
旧
役
員
挨
拶 

 

①
平
成
20
年
度
役
員
退

任
挨
拶
（
下
の
写
真
） 

 

②
平
成
21
年
度
役
員
就

任
挨
拶 

 
 

七
、
閉
会
・
・
・
以
上
を
以
っ
て
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。 

   

第
一
回 
定
例
班
長
会
議 

 
 

４
月
４
日
（
土
）
PM
７
時
よ
り
（
欠
席
者
０
） 

 

一
、
町
会
長
よ
り
…
当
班
長
会
議
に
は
オ
ブ
サ
ー
バ
ー
と

し
て
班
長
以
外
の
方
の
出
席
も
あ
り
ま
す
。
本
日
は
、

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
方
が
出
席
さ
れ
て
い
ま
す
。 

二
、
班
長
の
任
務 

 

町
会
費
・
募
金
の
集
金
方
法
や
会
計
担
当
に
届
け
方

な
ど
の
資
料
を
配
布
、
そ
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
、
総
会
資
料
確
認 

①
グ
ラ
ン
ド
管
理
費
に
つ
い
て 

今
年
度
よ
り
佐
倉
市
か
ら
の
助
成
金
が
無
く
な
り

ま
し
た
。
従
っ
て
そ
の
経
費
（
地
代
な
ど
）
は
全
て

町
会
費
で
ま
か
な
う
事
に
な
り
ま
す
。 

②
運
動
会
の
予
算
は
55
万
円
で
は
少
な
い
、
と
の
意

見
か
ら
60
万
円
に
増
や
し
て
総
会
に
賭
け
た
い
と

思
い
ま
す
。（
総
会
で
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
） 

四
、
子
ど
も
会
会
長
よ
り 

①
年
間
予
定
の
報
告
…
子
供
会
会
長
挨
拶
に
記
載
。 

②
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
た
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト

へ
の
バ
ス
遠
足
で
す
が
、
子
ど
も
会
会
員
の
増
加

に
よ
っ
て
安
全
面
・
予
算
面
で
難
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
従
っ
て
今
年
は
別
な
場
所
を
検
討
中
で
す
。 

 

③
廃
品
回
収
の
お
知
ら
せ
を
、
回
覧
板
に
て
お
願
い

し
ま
す
。 

五
、
回
覧
物
の
選
択 

提
案
…
物
品
販
売
の
カ
タ
ロ
グ
ま
で
回
覧
に
回
し

て
い
る
が
、
今
後
受
け
入
れ
を
断
っ
て
は
ど
う
か
？ 

 

結
果
…
提
案
ど
お
り
、
今
年
度
よ
り
受
け
入
れ
な
い

こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。（
尚
、
翌
日
の
総
会
で
も
、

受
け
入
れ
な
い
事
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
） 

六
、
自
治
会
館
受
付
方
法
の
変
更 

 

今
年
度
よ
り
、
自
治
会
館
の
受
付
窓
口
を
、
我
妻
さ

ん
、
奈
良
副
会
長
、
藤
谷
自
治
会
館
運
営
委
員
長
の

３
名
に
変
わ
り
ま
す
。
利
用
料
金
は
、
奈
良
副
会
長

が
預
か
り
班
長
会
の
時
に
会
計
へ
報
告
す
る
。（
詳

細
は
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
） 

七
、
そ
の
他
…
当
番
な
ど 

①
班
長
会
当
日
の
会
場
準

備
は
、
遊
歩
道
掃
除
当

番
と
同
じ
と
す
る
。 

30
分
程
度
早
め
に
来
て

テ
ー
ブ
ル
等
の
準
備
を

す
る
事
。 

②
原
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

の
会
議
へ
は
、
町
会
よ

り
池
田
会
長
、
萩
庭
総

務
担
当
、
奈
良
副
会
長

の
三
名
が
出
席
し
ま
す
。 
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編集発行 ： 
発行責任者： 
印    刷： 

平成 2１年４月 30 日 
上志津原町会 広報係 

町会長 池田三知子 
花島印刷 461-5552 

 

20年度の班長さん、１年間ご苦労様でした！ 
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昨
年
度
も
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
盆
踊
り
大
会
・
運
動

会
な
ど
、
町
会
の
行
事
は
滞
り
な
く
全
て
無
事
終
了

す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。 

 

そ
う
し
た
事
業
に
係
る
会
計
や
、
町
会
全
体
の
会

計
報
告
を
、
総
会
に
出
ら
れ
な
か
っ
た
方
々
の
た
め

に
ご
報
告
し
ま
す
。
数
値
は
総
会
資
料
を
基
に
し
て

い
ま
す
が
、
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
報
告
書
の
様
式
は

編
集
し
て
あ
り
ま
す
。 

･･

広
報
係･･･ 

  
 

                        

                                          

                                          

                                          20年度 グランド運営委員会 会計報告 
1、収入・支出総額     
前期繰越 収入金額 支出金額 次期繰越 

189,654 731,670 770,997 150,327 
２、収入の部 ３、支出の部 

費 目 金 額 費 目 金 額 
前期繰越 189,654 水道料 13,545 
グランド使用料 221,500 汲み取り料 21,300 
南志津ﾂｲﾝｽﾞ・ｷﾝｸﾞｽﾀｰｽﾞ グランド整備料 231,848 
ｻｸﾗｴﾝﾄﾞﾚｽ・ﾋｯﾃｨｰｽﾞｻｯｶｰｸﾗﾌﾞ ガソリン代 6,596 
以上年間使用料￥50,000 補修材料・砂代 20,252 
双葉会・博愛会 年間￥10,000 木の伐採 5,000 
スポット貸（１件）￥1,500 グランド補修費 200,000 
町会補助 250,000 借地料 480,000 
佐倉市補助 240,000 その他(会議費) 24,000 
雑収入 20,000 領収書代 304 
備考：原まちづくり委員会 次期繰り越し 150,327 
預金利息 170    

収入合計 921,324 支出合計  921,324 

 

２０年度 盆踊り大会収支報告書 
収入 支出 

寄付金 645,000 電気工事 200,000 
    保険料 31,410 
    ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ代 33,620 
    景品 195,560 
    謝礼 89,156 
    接待 199,411 
    食費 100,936 
    準備費 46,212 
    警備 21,105 

合計 645,000 合計 917,410 

２０年度 運動会収支報告書 
収入 支出 

寄付金 410,000 運営費 299,253 
準備費商品代 203,645   

  
  
  接待費 13,224 

合計 410,000 合計 516,122 

 

平成20年度 

上志津原町会 会計監査報告 
 
平成 20 年度 上志津原町会 会計の監

査結果を下記の通り報告いたします。 

記 

収入：納入会員数、納入額が正確に把

握され納入状況も良好であった。 
 
支出：各項目の支出状況は適切であっ

た。会計簿支出額と領収書は整合

していた。 
 
関係書類：会計簿領収書等の関係書類

は正確・適切に整理されていた。 
 
平成20年３月20日 

会計監査 須藤 滋㊞ 
会計監査 大内 茂㊞ 

２０年度 自治会館運営委員会 会計報告 

１、収入・支出総額 
（単位：円） 前期繰越 収入金額 支出金額 次期繰越 

745,676 782,516 1,223,593 304,599 

２、収入の部 

費 目 金 額 備 考 

前期繰越 745,676   

会館使用料 566,650 小森商店扱い 

備品貸し出し 10,100   

町会補助 200,000   

利息収入 766 千葉銀行 

その他 5,000 地区社協より敬老会お礼 

合計 1,528,192   

３、支出の部 

費 目 金 額 備 考 

電気料 278,522 

水道料 24,467 

ガス使用料 35,553 

浄化槽点検 14,490 

防火設備点検 29,610 

  

修理・補修 122,913 女子トイレ修理など 

備品・消耗品 530,199 折りたたみﾃｰﾌﾞﾙ更新など 

事務・コピー費 0 

会議費 2,175 

会館清掃 12,472 

  

その他 173,192 ダスキン 23,192 

    まちづくり委
に 

150,000 

次期繰り越し 304,599     

合計 1,528,192   

４、会館修繕積立金 

前期繰越金 収入金額 支出金額 次期繰越 

3,706,179 103,331 0 3,809,510 

 

平成20年度 上志津原町会 会計決算報告 
１、総括の部 

収入総額 支出総額 差し引き残高（次年度へ繰越） 
8,872,059 6,568,828 2,303,231 

２、収入の部 
項 目 予 算 決 算 差 異 備 考 

前期繰越金 1,749,802 1,749,802 0   
町会費 4,206,000 4,206,806 806 集金：3,791,500 振込み：415,306 
市委託料 90,000 90,000 0 市委託料基準…501～1000世帯 
市交付金 210,300 210,300 0 701世帯×300円 
市街灯補助金 641,940 711,140 69,200 街灯電気代年間：615,640 
     街灯修繕費補助：32,500 
     街灯新設費補助：63,000 
市公衆便所補助金 223,000 223,000 0   
寄付金収入 1,000,000 1,055,000 55,000 盆踊り：645,000 運動会：410,000 
雑収入 2,972 626,011 623,039 盆踊前期繰越金戻し：82,908 
     運動会前期繰越金戻し：521,765 
     運動会売上：19,017 
     預金利息：2,321 

合 計 8,124,014 8,872,059 748,045   

３、支出の部 
項 目 予 算 決 算 差 異 備 考 
総 務 費 

総会費 50,000 10,362 -39,638   
需 要 費 

事務費 50,000 17,421 -32,579 コピー代金：17,421 
街灯維持管理費 1,300,000 1,276,184 -23,816 街灯電気料金：734,309 
        街灯新設費：135,000 
        街灯修理費：406,875 
会館維持管理費 300,000 300,000 0 はらトピア運営費：200,000 
        はらトピア修繕積立：100,000 
原グランド管理費 250,000 250,000 0 グランド運営費：200,000 
        砂・材料費：50,000 
設備維持管理費 330,000 320,000 -10,000 公衆トイレ管理費：320,000 
広報費 470,000 330,228 -139,772 印刷代：313,396 
        会議費：5,804 
        消耗品費：11,028 
交際費 200,000 141,300 -58,700 慶弔・地域団体交際 
事 業 費 

体育事業 715,000 630,991 -84,009 運動会：516,122 
        スポーツ大会：59,869 
        ｽﾎﾟｰﾂ少年団活動費：55,000 
子供会活動費 100,000 100,000 0   
親睦会活動費 50,000 32,814 -17,186 町会新年会 
敬老事業費 80,000 80,000 0 双葉会活動費 
夏祭り事業費 850,000 917,410 67,410 盆踊り大会 
環境整備事業 20,000 17,980 -2,020 燃料費・清掃活動消耗品等 

 
まちづくり委活動費 70,000 100,377 30,377 まちづくり委活動費：70,000 
        光ケーブル通信料：30,377 
町会長活動費 240,000 240,000 0 市委託業務全般・活動費 
役員手当て 426,000 426,000 0   
助成金 1,126,800 1,377,761 250,961 赤十字：258,000 

社会福祉協議会：258,000 
敬老会：45,761 
消防後援費年間：516,000 

        

市民共同事業活動費：300,000 
予備費 1,496,214 2,303,231 807,017   

合 計 8,124,014 8,872,059 748,045   
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   平成 21年度 上志津原町会 会計予算計画 （単位：円） 

１、総括の部  

収入総額 支出総額 差し引き残高（次年度へ繰越） 

9,000,631 7,153,000 1,847,631 

２、収入の部  

項 目 20年度決算 21年度予算 増 減 備 考 

前期繰越金 1,749,802 2,303,231 553,429   

町会費 4,206,806 4,440,000 233,194 740世帯×6,000円 

市委託料 90,000 90,000 0 市委託料基準…501～1000世帯 

市交付金 210,300 212,100 1,800 707世帯×300円 

市街灯補助金 711,140 730,000 18,860 街灯電気代年間：633,000 
     街灯修繕費補助：34,000 
     街灯新設費補助：63,000 

市公衆便所補助金 223,000 223,000 0   

寄付金収入 1,055,000 1,000,000 -55,000 盆踊り：60万円 運動会：40万円 

雑収入 626,011 2,300 -623,711 預金利息 
     20年度は運動会・盆踊り、戻し入有 

合 計 8,872,059 9,000,631 128,572   

３、支出の部  

項 目 20年度決算 21年度予算 増 減 備 考 

総 務 費 

総会費 10,362 20,000 9,638   

需 要 費 

事務費 17,421 50,000 32,579 コピー代金 
        通信費は、まちづくり委活動費へ 
街灯維持管理費 1,276,184 1,300,000 23,816 街灯電気料金：20年度…734,309 
        街灯新設費：20年度…135,000 
        街灯修理費：20年度…406,875 
会館維持管理費 300,000 300,000 0 はらトピア運営費：200,000 
        はらトピア修繕積立：100,000 

原グランド管理費 250,000 480,000 230,000 グランド借地料：480,000 

設備維持管理費 320,000 320,000 0 公衆トイレ管理費：320,000 

広報費 330,228 350,000 19,772 印刷代：330,000 
        会議費：5,000 
        消耗品費：15,000 
交際費 141,300 150,000 8,700 慶弔・地域団体交際 

事 業 費 

体育事業 630,991 715,000 84,009 運動会：600,000 
        スポーツ大会：60,000 
        ｽﾎﾟｰﾂ少年団活動費：55,000 
子供会活動費 100,000 100,000 0   

親睦会活動費 32,814 50,000 17,186 町会新年会:50,000 

敬老事業費 80,000 80,000 0 双葉会活動費 

夏祭り事業費 917,410 1,000,000 82,590 盆踊り大会 

環境整備事業 17,980 20,000 2,020 燃料費・清掃活動消耗品等 

  

まちづくり委活動費 100,377 160,000 59,623 光ケーブル回線料：85,000～ 

町会長活動費 240,000 240,000 0 市委託業務全般・活動費 

役員手当て 426,000 436,000 10,000   

助成金 1,377,761 1,382,000 4,239 赤十字：258,000 
社会福祉協議会：258,000 
敬老会：50,000 
消防後援費（年間）：516,000 

        

市民共同事業活動費：300,000 
予備費 2,303,231 1,847,631 -455,600 456,000 

合 計 8,872,059 9,000,631 128,572   

 

 
平成21年度 

上志津原町会 事業計画 
 
４月 ４日（土）第１回定例班長会議 
    ５日（日）平成20年度定期総会 
 
５月 ９日（土）第２回定例班長会議 
   １０日（日）グランド草刈 

１７日（日）スポーツ大会 
 
６月 ６日（土）第３回定例班長会議 
    ７日（日）幹線道路・自治会館清掃 
 
７月 ４日（土）第４回定例班長会議 
  ２６日（日）櫓設営 
  ３１日（金）盆踊り大会 
 
８月 １日（土）盆踊り大会 
   ２日（日）櫓解体 
   ２日（日）第５回定例班長会議  
 30～31日 (日～月）ふれあいキャンプ 
 
９月 ５日（土）第６回定例班長会議 
   ６日（日）幹線道路清掃 
  ２７日（日）敬老会 
 
１０月 ３日（土）第７回定例班長会議 
   １１日（日）原グランド草刈 

１８日（日）上志津原大運動会 
 
１１月 ７日（土）第８回定例班長会議 
    ８日（日）自治会館清掃 
 
１２月 ５日（土）第９回定例班長会議 
    ６日（日）ＡＭ･･･防災訓練 
         ＰＭ･･･餅つき大会 
 
 １月 ９日（土）第10回定例班長会議 
   １０日（日）上志津原町会 新年会 
 
 ２月 ６日（土）第11回定例班長会議 
 
 ３月 ６日（土）第12回定例班長会議 
 
４月 ３日（土）22年度班長による 

第１回定例班長会議 
    ４日（日）平成21年度定期総会 

     

総
会
で
承
認
さ
れ
た
平
成

21
年
度
の
事
業
計
画
で
す
。 

町
会
事
業
の
予
定
を
下
段

に
、
そ
の
事
業
を
推
進
す
る

た
め
の
予
算
を
左
に
掲
示
し

ま
し
た
。 

１
年
間
の
ご
協
力
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

原
ま
ち
づ
く
り
委
員
会 

平
成
20
年
度 

事
業
報
告 

 

一
、
市
民
協
働
事
業
に
参
加 

４
月
＝
事
業
参
加
可
否
を
班
長
会
議
に
付
議

↓
参
加
可
否
は
当
委
員
会
に
一
任
。 

４
月
＝
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
を
「
市
民
公
益

活
動
団
体
」
と
し
て
申
請
↓
認
定
。 

 
 

（
協
働
事
業
参
加
は
市
民
公
益
活
動
団
体

の
み
に
認
め
ら
れ
ま
す
が
、
町
会
は
公

益
団
体
に
な
れ
ま
せ
ん
） 

５
月
＝
協
働
事
業
プ
ラ
ン
の
提
出
↓
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
参
加
↓
採
択
さ
れ
る
。 

６
月
＝
会
員
に
協
働
事
業
参
加
（
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
）
の
呼
び
か
け
。（
回
覧
板
等
で
） 

７
月
＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
は
ら
Co

Co

ク
ラ
ブ
」
を
結
成
↓
五
つ
の
部
会
が
活

動
開
始
、
現
在
に
至
る
。 

３
月
＝
市
民
協
働
事
業
活
動
報
告
会 

 
 

（
佐
倉
市
中
央
公
民
館
）
５
名
参
加
。 

 

二
、
住
民
説
明
会
を
開
催
（
新
築
工
事
） 

 
 

以
下
の
２
物
件
い
ず
れ
も
大
東
建
託
㈱ 

物
件
①
＝
パ
ッ
シ
ィ
オ
ー
ネ
第
２
期
工
事 

７
／
29
（
火
）
19
時
〜
は
ら
ト
ピ
ア 

 
 

新
栄
台
・
商
店
街
中
心
に
10
世
帯
参
加 

物
件
②
＝
フ
ィ
ー
ル
ド
コ
ー
ト
第
２
期
工
事 

３
／
７
（
日
）
14
時
〜
は
ら
ト
ピ
ア 

 
 

幸
野
班
中
心
に
施
主
含
め
７
世
帯
参
加 

 

三
、
開
発
業
者
と
の
折
衝 

 

大
東
建
託
・
佐
倉
測
量
・
エ
ス
テ
ィ
ホ

ー
ム
な
ど 

合
計
７
〜
８
回 

 

四
、
定
例
会
１
／
月
（
原
則
第
３
土
曜
日
） 

 

開
発
に
係
る
問
題
や
、
市
民
協
働
事
業
参

加
に
向
け
て
の
審
議
な
ど 

 

※
当
委
員
会
は
随
時
発
生
す
る
課
題
に
対
応

し
て
活
動
す
る
の
で
、
事
業
計
画
は
基
本

的
に
立
て
ら
れ
ま
せ
ん
。
今
後
も
事
業
実

績
の
み
報
告
す
る
予
定
で
す
。 

 

…
原
ま
ち
づ
く
り
委
員
会 

事
務
局 
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双
葉
会
か
ら
の
ご
挨
拶 

 
 
 
 
 

双
葉
会
会
長 

 

田
上 

正
敏 

 
 

今
年
は
、
桜
の
開

花
が
例
年
よ
り
早

め
に
見
ら
れ
て
、
い

よ
い
よ
平
成
二
十

一
年
度
を
迎
え
る

事
と
な
り
ま
し
た
。 

町
会
の
皆
様
方
に
は
、
暖
か
い
ご
支
援
と

ご
協
力
を
一
重
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
現
在

会
員
の
皆
さ
ん
は
老
も
忘
れ
て
、
常
に
楽
し

い
思
い
出
つ
く
り
に
勤
め
て
い
ま
す
。 

       

 
 

 

四
月
…
定
期
総
会 

五
月
…
町
会
ス
ポ

ー
ツ
大
会

参
加 

六
月
…
ゴ
ミ
０ 運

動 

七
月
…
町
会
盆
お

ど
り
大
会

協
力
参
加 

八
月
…
公
園
清
掃 

後
、
暑
気
払
い 

九
月
…
社
会
奉
仕
の
日 

第
二
支
部
芸
能

大
会 

十
月
…
町
会
運
動
会
参
加 

十
一
月 
 

十
二
月
…
忘
年
会 

一
月
…
新
年
会
（
福
引
） 

二
月
…
第
二
支
部
芸
能
大
会 

 

三
月
…
花
見
・
会
計
監
査 

◆
そ
の
ほ
か
、
こ
ん
な
活
動
も
し
て
い
ま
す
。 

✩
役
員
会
、
年
六
回
以
上
開
催
す
る 

✩
市
高
連
、
芸
能
大
会
、
将
棋
、
ス
ポ
ー
ツ

大
会
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
料
理
教
室
等
、

希
望
す
れ
ば
参
加
で
き
る
。 

✩
毎
月
、
公
園
清
掃
、
月
例
会
兼
清
掃 

✩
カ
ラ
オ
ケ
楽
し
み
会
・
月
一
回 

✩
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
週
二
回
（
火
、
金
） 

✩
双
葉
会
一
泊
研
修
旅
行
・
年
一
回 

✩
第
二
支
部
日
帰
り
旅
行
・
年
二
回 

◆
現
在
の
会
員
数
、
男
性
19
名
、
女
性
30
名
、

計
49
名
， 

 
◆
月
一
回
の
月
例
会
は
こ
ん
な
様
子
で
す
。 

①
双
葉
会
憲
章
の
唱
和 

一
、
私
た
ち
は
、
老
後
の
生
活
を
健
全
で
豊

か
な
も
の
に
し
、
生
き
が
い
を
高
め
ま

し
ょ
う
。 

一
、 

私
達
は
、
寝
不
足
、
食
べ
す
ぎ
、
飲
み

す
ぎ
な
ど
や
め
て
、
達
者
で
長
生
き
し

ま
し
ょ
う
。 

一
、
私
達
は
、
明
る
く
、
朗
ら
か
に
、
仲
よ

く
、
楽
し
く
交
わ
り
老
い
の
孤
独
を
避

け
ま
し
ょ
う
。 

一
、 

私
達
は
、
ク
ラ
ブ
の
運
営
を
魅
力
あ
る

も
の
に
し
、
全
員
参
加
を
果
た
し
ま
し

ょ
う
。 

②
誕
生
祝
、
一
ヶ
月
間
の
連
絡
事
項
を
し
ら

せ
る
。 

③
一
班
〜
六
班
ま
で
の
班
長
が
現
況
報
告
し

て
か
ら
、
乾
杯
で
喉
を
う
る
お
し
、
軽
食

を
食
べ
な
が
ら
、
楽
し
い
歓
談
の
ひ
と
と

き
と
な
り
ま
す
。 

〇
双
葉
会
は
お
互
い
に
健
康
第
一
に
考
え
て

い
ま
す
。 

 
 

昨
年
の
四
月
に
続
い
て
、
今
年
も
２
名
の

若
い
方
が
入
会
さ
れ
て
、
大
歓
迎
で
す
。
双

葉
会
は
誰
も
が
気
楽
に
参
加
で
き
る
楽
し
い

会
で
す
。
町
会
の
皆
様
方
と
一
諸
に
行
動
し

て
み
ま
せ
ん
か
？ 

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

子
ど
も
会
か
ら
の
ご
挨
拶 

 
 

子
供
会
会
長 

 

糸
井 

文
子 

 
 

日
頃
よ
り
、
子
供
会

へ
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
近
年
、

上
志
津
原
地
区
の
造
成

が
進
み
上
志
津
原
か
ら 

南
志
津
小
学
校
へ
通
う
児
童
が
急
激
に
増
え

登
下
校
の
風
景
も
に
ぎ
や
か
に
な
っ
て
参
り

ま
し
た
。 

 

子
供
た
ち
の
笑
顔
が
増
え
る
と
い
う
事
は
、

地
域
に
と
っ
て
も
、
と
て
も
嬉
し
い
事
で
は

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
反
面
、
子
供
た
ち
を
と

り
巻
く
危
険
も
少
な
く
な
く
、
地
域
の
大
人

た
ち
が
子
供
た
ち
の
安
全
を
守
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
い
う
責
任
も
重
要
視
さ
れ
て
き

ま
す
。 

 

子
供
会
で
は
、
子
供
た
ち
が
明
る
く
楽
し

く
元
気
に
毎
日
が
過
ご
せ
る
よ
う
、
役
員
を

中
心
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
が
、
町
会
役
員

の
方
々
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
皆
様
に
も

ご
協
力
い
た
だ
き
、
上
志
津
原
の
子
供
た
ち

が
安
心
し
て
明
る
い
毎
日
を
す
ご
せ
る
よ
う

な
町
づ
く
り
を
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。 

 

今
後
と
も
、
子
供
た
ち
へ
の
温
か
い
ご
支

援
と
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

平
成
二
十
一
年
度
の
子
供
会
の
役
員 

 

会 

長･･･

糸
井 
文
子 

 

 

副
会
長･･･

古
澤 

千
織 

 

書 

記･･･

梅
野 

美
緒 

 

書 

記･･･

大
須
賀
恵
美 

 

会 

計･･･

武
田 

裕
子 

 

会 

計･･･

茂
野 

治
美 

子
供
会
年
間
行
事
予
定 

四
月
二
六
日
（
日
）
新
入
生
歓
迎
会 

六
月 

七
日
（
日
）
浄
化
作
業 

 

七
月
三
一
日
（
金
）
盆
踊
り 

 

八
月 

一
日
（
土
）
盆
踊
り 

 

十
月
十
八
日
（
日
）
上
志
津
原
大
運
動
会 

十
一
月
十
六
日
（
月
）
バ
ス
遠
足 

三
月
二
五
日
（
木
）
６
年
生
を
送
る
会 

＊
毎
月
第
三
日
曜
日
は
廃
品
回
収
日
で
す
。 

    

４
月
26
日
「
は
ら
ト
ピ
ア
」
で
、
子
供

会
年
間
行
事
の
１
番
目
「
新
入
生
歓
迎
会
」

が
、
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
子
ど
も
達

の
様
子
を
一
部
だ
け
ご
紹
介
し
ま
す
。 

                             

や
が
て
黒
板
の
絵
は
隠
さ
れ
、
ど
ん
な

絵
が
あ
っ
た
か
、
当
て
る
ゲ
ー
ム
で
す
。 

               

参
加
し
た
新
入
生
29
名
、
早
く
も
お
兄

さ
ん
・
お
姉
さ
ん
達
に
溶
け
込
ん
で
い
ま

し
た
。
頭
を
並
べ
て
い
る
様
は
、
ま
る
で

仲
の
良
い
兄
妹
み
た
い
で
す
ネ
。 

                  

今
日
参
加
し
た
子
ど
も
達
は
71
名
、
う

ち
新
入
生
は
29
名
全
員
参
加
、
カ
ワ
イ
イ

「
新
入
生
歓
迎
会
」
で
し
た
。 

（
Ｍ
） 

双葉会の現況と、平

成 21 年度、年間行

事予定計画などを報

告致します。 

4/19、定期総会後の懇談会 

「バナナあった？」「ウン、みかんもあったよ！」 

お世話するお母さん達(21年度役員さん)の紹介 

「記憶ゲーム」どんな絵があるか、おぼえていてネ 

「じこしょうかいだって、できるもん」 

立っている男の子と、その下で座って
いる女の子は今年の新入生です。 

〇〇です！ 

続けて 
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●
イ
ベ
ン
ト
部
会  

桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ 

 
 

今
年
の
４
月
４
日
〜
10
日

（
桜
の
満
開
時
）
の
18
時
〜

22
時
、
ふ
れ
あ
い
ど
お
り
の
両

コ
ー
ス
入
口
（
駐
車
場
付
近
）

を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
ま

し
た
。
急
に
決
ま
っ
た
事
で
知

ら
な
い
人
が
多
か
っ
た
よ
う

で
す
が
、
た
ま
た
ま
通
り
が
か

っ
た
人
は
「
ワ
ッ
凄
い
」
と
か

「
奇
麗
ね
え
！
」
と
か
感
嘆
の

声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。 

写
真
を
撮
り
あ
う
若
い
カ

ッ
プ
ル
や
家
族
連
れ
、
上
志
津

原
と
は
思
え
な
い
春
の
夜
の

ひ
と
時
で
あ
り
ま
し
た
。 

 
 
 

安
藤
さ
ん
な
ど
ア
チ
コ
チ
か 

ら
投
光
器
を
借
り
集
め
、
テ
ス
ト
的
に
始

め
た
も
の
で
す
が
、
予
想
以
上
に
好
評
で

こ
れ
か
ら
も
継
続
す
る
意
向
の
よ
う
で
す
。 

更
に
こ
れ
か
ら
は
器
材
も
取
り
揃
え
、

桜
だ
け
で
な
く
、
何
と
「
銀
杏
並
木
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
」
も
や
る
と
の
事
で
す
。 

              

●
ふ
れ
あ
い
ど
お
り
部
会  

彼
岸
花
百
万
本
計
画 

ふ
れ
あ
い
ど
お
り
部
会
は
、
遊
歩
道
街
灯

の
照
明
障
害
に
な
っ
て
い
る
枝
葉
の
切
除
や
、

桜
の
天
狗
巣
病
対
策
な
ど
、
遊
歩
道
の
保
全

事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
美
し
い
ふ

れ
あ
い
ど
お
り
を
目
指
し
て
、
各
所
に
花
壇

を
造
っ
て
い
る
事
も
ご
存
知
の
方
が
多
い
と

思
い
ま
す
。 そ

し
て
更
に
遠
大
な
事
業
と
し

て
「
彼
岸
花
百
万
本
計
画
」
と
銘
打

っ
て
、
ふ
れ
あ
い
ど
お
り
の
桜
の
下

を
百
万
本
の
彼
岸
花
で
埋
め
よ
う

と
計
画
し
て
い
ま
す
。 

計
画
の
実
行
は
、
昨
年
よ
り
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
が
、
如
何
せ
ん
彼
岸

花
の
球
根
が
足
り
ま
せ
ん
！ 

そ
こ
で
原
の
皆
さ
ん
に
お
願
い

で
す
。
ご
自
宅
に
寄
付
し
て
も
良
い

彼
岸
花
の
株
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

植
え
っ
放
し
で
ソ
ロ
ソ
ロ
株
分
け

時
期
の
古
株
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

そ
ん
な
お
宅
が
あ
り
ま
し
た
ら
是

非
百
万
本
計
画
の
一
助
と
し
て
球

根
を
提
供
し
て
く
だ
さ
い
。 

彼
岸
花
の
移
植
は
、
葉
っ
ぱ
が
枯

れ
る
５
月
頃
か
ら
７
月
頃
が
適
期

の
よ
う
で
す
。
ご
一
報
下
さ
れ
ば
必

要
な
ら
引
き
取
り
（
掘
り
取
り
）
に

も
参
り
ま
す
。 

又
、
株
分
け
移
植
で
余
っ
た
球
根
を
提
供
し

て
く
だ
さ
れ
ば
、
移
植
の
お
手
伝
い
も
致
し

ま
す
。 

  

「
市
販
の
球
根
を
買
う
」
と
い
う
手
も
あ

り
ま
す
が
、
莫
大
な
お
金
が
か
か
り
そ
う
で

す
。
そ
れ
よ
り
も
皆
さ
ん
か
ら
お
預
か
り
し

た
球
根
を
私
達
が
増
や
す
。
増
え
た
球
根
が

「
ふ
れ
あ
い
ど
お
り
」
の
方
々
に
移
植
さ
れ

ド
ン
ド
ン
広
が
っ
て
い
く
…
こ
の
方
が
キ
ッ

ト
楽
し
い
は
ず
で
す
。 

私
達
は
上
志
津
原
ふ
れ
あ
い
ど
お
り
を
、

春
の
桜
と
共
に
「
曼
珠
沙
華
の
名
所
」
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
の
ほ
ど
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

【
連
絡
先
＝ 

松
田 

肇
（･･･-････

）】 

 

ワ
ン
チ
ャ
ン 

の
落
し
物 

 

ふ
れ
あ
い
ど
お
り
に
新
し
い 

花
壇
を
造
ろ
う
と
、
ス
コ
ッ
プ
で 

（
後
ろ
の
方
へ
）
掘
り
進
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

「
ム
ニ
ュ
ッ
！
」 

…
瞬
間
ヤ
な
予
感
… 

予
感
は
的
中
し
ま
し
た
。
草
ボ
ウ
ボ
ウ
の
中

の
自
分
の
足
元
を
覗
く
と
、『
ア
ー
ッ
！
』
ワ

ン
チ
ャ
ン
の
落
し
物
（
ウ
ン
チ
）
を
思
い
っ

き
り
踏
ん
づ
け
て
い
た
の
で
す
。 

全
国
ル
ー
ル
？
で
は
、
犬
の
糞
は
持
ち
帰

る
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。
で
も
「
ふ
れ
あ
い

ど
お
り
」
の
広
々
と
し
た
緑
の
中
で
は
ツ
イ

ツ
イ
忘
れ
る
？
人
も
い
る
よ
う
で
す
ネ
。 

 

こ
ん
な
自
然
ゆ
た
か
な
環
境
で
す
か
ら
、

街
中
と
同
じ
に
「
持
っ
て
帰
れ
」
は
策
が
無

さ
す
ぎ
る
気
が
し
ま
す
。
さ
り
と
て
置
き
っ

放
し
は
先
ほ
ど
の
様
に
大
迷
惑
で
す
。 

 
そ
こ
で
個
人
的
な
考
え
で
す
が
、「
埋
め
る

な
ら
持
っ
て
帰
ら
な
く
て
も
良
い
」
と
い
う

「
ふ
れ
あ
い
ど
お
り
ル
ー
ル
」
を
作
っ
た
ら

如
何
で
し
ょ
う
か
？ 

穴
を
掘
っ
て
確
実
に

埋
め
れ
ば
Ｏ
Ｋ
と
い
う
も
の
で
す
。
木
々
の

肥
や
し
に
も
な
る
し
、「
お
持
ち
帰
り
」
に
比

べ
た
ら
煩
わ
し
さ
も
少
な
く
、
こ
れ
な
ら
守

っ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。 

 

こ
の
ル
ー
ル
、
他
所
で
は
通
用
し
ま
せ
ん

が
皆
さ
ん
の
考
え
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。 

賛
同
が
多
け
れ
ば
、「
ロ
ー
カ
ル 

ル
ー
ル
」

と
限
定
し
た
う
え
で
、
要
所

〱
に
看
板
設
置

を
働
き
か
け
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
ご
意
見
は
、
は
ら
ト
ピ
ア
の
投
稿
箱
へ
） 

   

★
小
森
久
江
さ
ん
に
感
謝
状 
  

自
治
会
館「
は
ら
ト
ピ
ア
」
の
窓
口
業
務（
予

約
受
付
・
鍵
管
理
・
料
金
管
理
な
ど
）
を
、
小

森
久
江
さ
ん
（
小
森
商
店
）
に
お
願
い
し
て
い

ま
し
た
が
、
こ
れ
以
上
は
健
康
・
体
力
に
不
安

が
あ
る
と
い
う
事
で
、
業
務
を
返
上
さ
れ
る
事

に
な
り
ま
し
た
。
続
け
ら
れ
て
い
た
期
間
は
約

25
年
、
し
か
も
無
報
酬
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

随
分
と
ご
好
意
に
甘
え
て
い
た
も
の
で
す
。 

 

こ
う
し
た
今
ま
で
の
ご
苦
労
に
対
し
、
自
治

会
館
運
営
委
員
会
と
上
志
津
原
町
会
が
、
感
謝

状
と
記
念
品
を
贈
る
事
に
な
り
、
20
年
度
の

定
期
総
会
で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

                

小
森
さ
ん
永

い
間
ご
苦
労
様

で
し
た
。 

 

そ
し
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

★
は
ら
ト
ピ
ア
の 

利
用
手
続
き
が
変
わ
り
ま
す 

 

と
い
う
訳
で
、

窓
口
業
務
が
一

新
さ
れ
ま
す
。

利
用
方
法
を
書

い
た
説
明
書
は

全
会
員
に
配
布

さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
骨
子
だ
け

を
再
度
ご
案
内

し
ま
す
。 

 

①
予
約
の
方
法 

予
約
場
所
…
は
ら
ト
ピ
ア
の
み 

予
約
日
…
毎
週
土
曜
日
の
18
時
〜 

19
時
の
み
（
担
当
者
駐
在
中
） 

※
町
会
関
係
団
体
が
、
公
益
行
事
に
使
う

場
合
は
年
間
予
約
可
能
。
そ
の
他
は
予

約
月
＋
３
ヶ
月
先
ま
で
で
、
そ
の
予
約

は
「
第
１
（
土
）」
の
み 

※
第
１
（
土
）
以
外
の
予
約
は
、
翌
月
の

第
１
（
土
）
ま
で
が
予
約
期
間
の
限
度 

※
突
発
的
な
利
用
は
自
治
会
館
利
用
管

理
担
当
に
直
接
電
話
す
る
。（
空
い
て

い
れ
ば
利
用
可
能
） 

②
料
金
の
支
払
い 

※
予
約
時
に
支
払
い
す
る 

※
定
期
的
に
利
用
さ
れ
る
団
体
は
、
事
前

登
録
す
る
こ
と
で
翌
月
に
一
括
納
付

可
能
（
登
録
用
紙
が
あ
り
ま
す
） 

 

小
森
さ
ん
に
長
々
と
お
世
話
に
な
っ

て
い
た
の
で
、
急
に
は
ピ
ン
と
来
な
い
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
解
ら
な
い
事
が
あ
っ
た

ら
自
治
会
館
利
用
管
理
担
当
者
に
問
い

合
わ
せ
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

我
妻
さ
ん
＝
〇
〇
〇-

〇
〇
〇
〇 

奈
良
さ
ん
＝×

×
×
-×
×
×
×
 

藤
谷
さ
ん
＝
△
△
△-

△
△
△
△ 

 …
以
上 

贈
呈
さ
れ
た
記
念
品 

感謝状を受ける 
小森さん 
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21
年
度
の
町
会
事
業
を
執
行
し
て
く
だ
さ

る
方
々
を
、
担
当
別
に
全
員
ご
紹
介
す
る
予

定
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
･･･

広
報
担
当 

     

前
号
で
、「
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
を
、
上

志
津
原
は
上
志
津
原
で
や
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
森
の
茶
屋
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
（
衣

替
え
）
し
ま
す
。」
と
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

そ
の
第
１
回
目
が
４
月
11
日
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。 

 

 

下
の
写
真
は
、

初
回
で
す
か
ら

協
力
員
の
方
々

の
記
念
写
真
を

撮
っ
て
い
る
様

子
で
す
。 

ご
覧
の
様
に
メ

イ
ド
さ
ん
？
は

全
員
「
原
の
人
」

に
代
わ
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め

か
こ
の
日
は
実

に
気
さ
く
で
、

笑
い
声
の
絶
な

い
サ
ロ
ン
で
し

た
。 

次
回
オ
ー
プ
ン

は
６
月
13
日 

（
土
）
の
午
後
１
時
半
で
す
。
楽
し
い
語
ら

い
に
是
非
来
て
く
だ
さ
い
。
尚
、
軽
食
喫
茶

の
お
代
は
百
円
で
す
。 

  
･
･
･

お
知
ら
せ
… 

―
転
入
― 

…
上
志
津
原
へ
よ
う
こ
そ 

西
地
区 

 

一 

組 

小
笠
原
茂
美
さ
ん 

10
月 

南
地
区  

  
五 
組 

村
山 

昌
史
さ
ん  

３
月 

幸 
野 
石
田  

雅
夫
さ
ん  

３
月 

―
お
詫
び
― 

…
ご
め
ん
ね 

 

原
だ
よ
り
３
月
号
の
「
入
学
・
卒
業
お
め

で
と
う
」
に
、
誤
り
と
記
入
漏
れ
が
あ
り

ま
し
た
。 

①
小
学
校
入
学
欄
で 

我
妻 

夢
人
君
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

正
し
く
は 

吾
妻 

夢
人
君
で
し
た
。 

②
中
学
校
入
学
欄
で 

 

渡
辺
麻
理
奈
さ
ん
（
原
一
班
）
が
漏
れ
て

い
ま
し
た
。 

以
上
２
件
、
手
違
い
が
あ
っ
て
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。 

 

―
ス
ポ
ー
ツ
大
会
― 

…
行
こ
う
よ 

期
日
…
５
月
17
日
（
日
曜
日
） 

雨
天
の
場
合
５
月
24
日
（
日
曜
日
） 

 

開
始
時
刻
…
午
前
９
時
集
合
。 

（
競
技
は
午
前
中
で
終
了
の
予
定
） 

 
 

           

編
集
後
記 

ま
だ
編
集
後
記
な
ど
書
け
る
環
境
に
な

っ
て
い
ま
せ
ん
。 

町
会
役
員
の
中
当
広
報
部
は
敬
遠
さ
れ
る

様
に
な
っ
て
い
ま
す
、
改
革
の
時
期
に
来
て

い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

第
一
回
の
広
報
誌
を
や
っ
と
お
届
け
し

ま
し
た
。
こ
の
一
年
何
と
か
広
報
誌
を
盛
り

上
げ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ス
タ

ッ
フ
一
同
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
常
岡 

さあ！ 新緑の原グランドで良
い汗流しましょう。 

ハイ ポーズ。 

副 

会 

長 

（
自
治
会
館
担
当
・
防
犯
指
導
員
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

奈
良 

忠
治 (

大
和
台) 

 
 

  
 

今
年
度
南
地
区
副

会
長
及
び
、
自
治
会

館
・
防
犯
指
導
員
を
担

当
す
る
事
に
な
り
ま

し
た
大
和
台
班
の
奈 

良
で
す
。
一
年
頑
張
り
ま
す
の
で
ご
協
力
の

程
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

副 

会 

長
（
街
灯
担
当
） 

 
 
 
 
 
 
 

森
野 

秀
雄 
（
二
組
東
班
） 

 
 

こ
の
た
び
副
会
長

兼
街
灯
係
り
を
担
当

さ
せ
て
頂
く
事
に
な

り
ま
し
た
。
不
慣
れ

で
ご
ざ
い
ま
す
が
皆 

様
の
お
役
に
た
て
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

副 

会 

長 

（
道
路
担
当
・
防
犯
指
導
員
） 

 
 
 
 
 
 
 

木
内 

文
雄
（
八
紘
苑
上
） 

 

こ
れ
か
ら
一
年
間

皆
様
方
の
ご
指
導
ご

協
力
を
戴
き
な
が
ら

道
路
環
境
の
整
備
に

頑
張
り
た
い
と
思
い 

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

ス
ポ
ー
ツ
新
年
会
係 （

写
真
順
に
） 

 
 
 
 
 

部
長 

松
尾 

清
美
（
新
栄
台
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

伊
藤
（
吉
野
二
班
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

江
崎
（
南
原
二
班
） 

 

初
め
て
の
町
会
班
長

で
わ
か
ら
な
い
事
ば
か

り
の
う
え
部
長
と
い
う

大
役
を
ま
か
さ
れ
不
安

が
一
杯
で
す
。 

み
ん
な
で
力
を
合
わ

せ
て
頑
張
り
、
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
様
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

広 

報 

係 
 

（
写
真
順
に
） 

部
長 

常
岡
（
幸
野
班
） 

石
川
（
栗
林
二
班
） 

村
崎
（
二
組
西
班
） 

小
高
（
玉
木
一
班
） 

 

以
上
の
四
名
で
広
報

を
受
持
た
せ
て
戴
き
ま

す
。
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し

て
パ
ソ
コ
ン
倶
楽
部
の

松
田
さ
ん
の
ご
協
力
ね

が
っ
て
い
ま
す
。 

 

原
の
お
も
し
ろ
い
出

来
事
が
あ
り
ま
し
た
ら

ド
シ
ド
シ
原
ト
ピ
ア
玄

関
横
の
投
書
箱
に
投
函

く
だ
さ
い
。 

 

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

平
成
二
十
一
年
度 

町
会
長
再
任
の
ご
挨
拶 

 
 
 
 
 

町
会
長 

池
田 

三
知
子 

 

原
ト
ピ
ア
周
辺
の

桜
も
咲
き
誇
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
自

然
豊
か
な
上
志
津

原
に
住
ん
で
い
る 

事
に
幸
せ
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

昨
年
は
町
会
長
推
薦
制
度
と
い
う
初

め
て
の
試
み
で
、
は
か
ら
ず
も
町
会
長
と

い
う
大
役
を
お
受
け
す
る
事
に
な
り
ま

し
た
。
不
安
な
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
天

候
に
恵
ま
れ
た
事
と
共
に
、
町
会
の
皆

様
・
各
団
体
の
ご
協
力
を
頂
き
、
大
過
な

く
１
年
を
終
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
ご
支
援
に
対
し
改
め
て
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 

  

昨
年
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、
運
動
会

な
ど
で
若
い
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
、
そ

れ
に
子
ど
も
達
が
多
く
な
っ
た
こ
と
で

す
。
こ
の
３
月
で
宅
地
開
発
に
対
す
る
規

制
緩
和
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
「
建
つ

の
は
こ
れ
か
ら
」
と
い
う
物
件
が
目
白
押

し
で
、
人
口
（
特
に
子
ど
も
さ
ん
の
数
）

は
更
に
増
え
る
で
し
ょ
う
。 

 

こ
う
し
た
情
勢
か
ら
、
昨
年
も
要
望
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
も
「
上
志
津
原

十
字
路
」
の
改
良
、
信
号
機
の
新
設
な
ど
、

安
全
確
保
の
対
策
を
よ
り
強
く
行
政
に

働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

 
 
 

１
年
間
の
経
験
を
生
か
し
、
残
り
の
１

年
も
悔
い
の
無
い
よ
う
最
善
を
尽
く
す

覚
悟
で
す
。
昨
年
賜
っ
た
皆
様
か
ら
の
ご

支
援
ご
協
力
、
今
年
度
も
引
き
続
き
賜
り

ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 


